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日
本
共
産
党
鈴
鹿
市
議
団

市
議
会
の
報
告

住宅の増設､民間借り上げ住宅､
家賃補助制度をつくって

円
で
家
賃
が
５
万
円
と
、
ギ
リ

ギ
リ
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

森
川
議
員
は
、
こ
の
よ
う
な

困
窮
世
帯
が
長
く
て
も
６
ヶ
月

以
内
に
は
入
居
で
き
る
よ
う
に
、

住
宅
の
総
数
を
増
や
す
こ
と
、

建
設
が
大
変
な
ら
民
間
ア
パ
ー

ト
の
借
り
上
げ
や
、
ア
パ
ー
ト

家
賃
へ
の
補
助
制
度
を
新
た
に

作
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

川
岸
市
長
は
、
経
済
弱
者
へ

の
対
応
は
重
要
だ
、
「
鈴
鹿
市

版
住
生
活
基
本
計
画
」
で
検
討

し
て
い
る
、
ま
た
民
間
借
り
上

げ
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
、

と
答
え
ま
し
た
。

森
川
議
員
は
、
75
才
以
上
の

お
年
寄
り
が
医
療
給
付
だ
け
で

な
く
、
「
特
定
健
康
診
査
」
が

努
力
義
務
と
な
り
、
健
診
で
も

差
別
扱
い
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
、

鈴
鹿
市
は
高
齢
者
を
一
人
も
切

り
捨
て
な
い
こ
と
、
人
間
ド
ッ

ク
や
脳
ド
ッ
ク
も
行
な
う
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

75
才
以
上
の
お
年
寄
り
を
こ

れ
ま
で
の
医
療
保
険
か
ら
切
り

離
し
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
、
医
療
給
付
も
切
り
捨
て

て
い
く
「
姥
捨
て
山
」
の
よ
う

な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

い
っ
た
ん
廃
止
し
よ
う
と
の
野

党
４
党
提
出
の
法
案
が
参
議
院

で
可
決
、
衆
議
院
で
は
継
続
と

な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
市
議
会
に
も
、
「
廃
止

を
求
め
る
請
願
」
が
鈴
鹿
年
金

者
組
合
か
ら
出
さ
れ
、
石
田
秀

三
議
員
が
紹
介
議
員
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
文
教
福
祉
委

員
会
や
本
会
議
で
の
審
議
採
決

で
は
、
議
員
の
賛
成
は
３
会
派

10

人
に
と
ど
ま
り
、
請
願
は

「
不
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

国
会
で
は
民
主
党
も
共
同
提

案
者
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

議
会
で
は
民
主
党
系
の
議
員
は
、

賛
成
と
反
対
に
分
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

市営住宅が足りない

母
子
家
庭
や
高
齢
者
世
帯
、

若
年
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
人

た
ち
は
、
所
得
が
低
い
の
に
民

間
住
宅
の
家
賃
が
高
く
、
生
活

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
を
待
っ
て
い

る
あ
る
母
子
世
帯
は
、
パ
ー
ト

収
入
11
万
円
ほ
ど
で
家
賃
が
４

万
円
、
ま
た
年
金
暮
ら
し
の
80

歳
台
の
夫
婦
は
、
年
金
が
14
万

後
、
原
因
と
責
任
の
徹
底
究
明
、

ま
た
児
童
の
教
育
に
影
響
の
な

い
よ
う
な
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

20
年
前
の
１
９
８
７
年
12
月

に
建
設
さ
れ
た
市
立
鈴
西
小
学

校
の
、
特
別
教
室
・
管
理
棟
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
強
度
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
６
月
に
判

明
、
市
教
委
は
７
月
か
ら
特
別

教
室
棟
を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
、

詳
し
い
調
査
と
改
修
計
画
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
は
、
当
時
杉
之
内
・

近
藤
Ｊ
Ｖ
が
１
億
９
８
０
０
万

円
で
請
負
工
事
、
完
成
検
査
も

通
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現

場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
が
、
工

事
後
に
劣
化
し
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
工
事
の
時
の
手
抜
き
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
今

総
戸
数
を
増
や
す
し
か
、
解
決
の
道
は
な
い

｢

後
期
高
齢
者
医
療｣

制
度
は
廃
止
に
し
て

請
願
賛
成
10
人
で
「
不
採
択
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
の
廃
止
」

請
願
に
賛
成
し
た
議
員

【
日
本
共
産
党
】
森
川
ヤ
ス
エ
、

石
田
秀
三

【
市
政
研
究
会
】

森
義
明
、
市
川
義
高
、
大
西
克

美
、
中
村
浩
、
水
谷
進
、
市
川

哲
夫

【
無
所
属
ク
ラ
ブ
】
板

倉
操
、
杉
本
信
之

高
齢
者
の
健
診
、

切
り
捨
て
る
な

鈴
西
小
の
問
題
を
市
教
委
が

つ
か
ん
だ
の
は
５
月
中
旬
で
し

た
が
、
１
ヵ
月
後
の
６
月
18
日

に
地
元
の
深
伊
沢
公
民
館
で
あ
っ

た
川
岸
市
長
の
「
車
座
懇
談
会
」

で
、
市
民
か
ら
「
中
国
で
地
震

が
あ
っ
た
が
、
校
舎
の
耐
震
と

か
点
検
は
し
て
い
る
の
か
」
と

の
質
問
に
、
教
育
長
は
「
小
中

学
校
は
ほ
ぼ
耐
震
は
終
わ
っ
て

い
ま
す
」
、
市
長
は
「
地
震
に

関
し
て
は
大
丈
夫
で
す
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
鈴
西
小
の
事
態

の
報
告
を
受
け
て
い
れ
ば
、
こ

ん
な
返
事
は
で
き
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
幹
部
の
危
機
管
理
能

力
が
疑
わ
れ
ま
す
。

お
そ
い
市
教
委
の
対
応
、

情
報
は
す
べ
て
公
表
を

鈴
西
小
学
校
校
舎
、
手
抜
き
工
事
が
明
ら
か
に

団地名 総戸数 入居待ち戸数 19年退去戸数

岡 田 ２１６ ２４２ １８

安 塚 ２４０ ２１８ １３

一ノ宮 １５２ １２４ １４

十 宮 １３６ ２１８ ８

南旭が丘 ４８ １００ ０

合 計 ７９２ ９０２ ５３

市営住宅入居待ち状況

森川ヤスエ市議

いくら待っても入れない

森
川
ヤ
ス
エ
議
員
は
、
６
月

議
会
一
般
質
問
で
、
市
民
が
な

か
な
か
市
営
住
宅
に
入
れ
な
い

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

別
表
の
よ
う
に
、
昨
年
度
の

市
営
住
宅
の
待
機
者
は
住
宅
総

数
を
上
回
る
９
０
２
件
、
こ
れ

に
対
し
て
退
去
は
53
件
の
み
で

す
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
い

ち
ば
ん
早
い
一
ノ
宮
団
地
で
も

９
年
待
ち
、
十
宮
団
地
で
は
27

年
待
ち
、
南
旭
ヶ
丘
団
地
は
ま
っ

た
く
メ
ド
も
立
た
な
い
状
況
で

す
。

立ち入り禁止になった鈴西小校舎

市営住宅が足りない

27年？待たないと入居できない十宮団地
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「
い
つ
ま
で
も
差
別
は
無
く
な

ら
な
い
」の
結
論
あ
り
き

い
ま
だ
に「
同
和
」優
先
に
コ
リ
固
ま
っ
た
行
政
体
質

石田 秀三 TEL 371-0423
鈴鹿市伊船町２７５１

森川ヤスエ TEL 384-3740
鈴鹿市矢橋３丁目10-34

生活相談など
お気軽に連絡下さい

石
田
秀
三
議
員
は
６
月
議
会

一
般
質
問
で
、
今
年
２
月
に
出

さ
れ
た
「
人
権
問
題
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
」
報
告
書
の
、

異
常
な
内
容
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
05
年

度
に
市
民
３
千
人
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
も
の
を
、

07
年
度
ま
で
２
年
も
か
け
て
集

計
・
分
析
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
作
業
は
松
阪
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
部
落
解
放
同
盟
系
）
を
通
じ

て
、
大
阪
市
大
の
野
口
と
い
う

学
者
に
丸
投
げ
し
た
も
の
で
、

そ
の
報
告
文
書
を
そ
の
ま
ま
市

の
「
公
式
見
解
」
に
し
て
い
ま

す
。
事
業
費
は
３
０
０
万
円
で

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
そ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
か
ら
し

て
、
「
人
権
」
と
言
い
な
が
ら
、

設
問
22
の
う
ち
「
同
和
」
に
関

す
る
も
の
が
５
、
「
同
和
」
の

入
っ
た
も
の
が
６
と
、
項
目
の

半
分
を
「
同
和
」
が
占
め
る
異

常
さ
で
す
。

４
ポ
イ
ン
ト
も
伸
び
た
こ
と
を
、

「
悲
観
的
な
見
方
を
す
る
も
の

や
、
解
放
の
展
望
が
も
て
な
い

も
の
が
増
え
て
い
る
」
と
決
め

付
け
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

い
か
に
数
字
が
変
わ
ろ
う
と

「
差
別
意
識
は
変
わ
ら
な
い
」

と
の
結
論
あ
り
き
の
調
査
な
の

で
す
。

偏
っ
た
「
人
権
意
識
調
査
」
報
告

数
値
が
下
が
っ
て
も

「
差
別
が
潜
在
化
・
陰
湿
化
」と
ね
じ
曲
げ
る

こ
ん
な
誘
導
尋
問
の
よ
う
な

質
問
で
も
、
市
民
の
「
意
識
」

は
正
直
に
数
字
に
表
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
7
つ
の
人
権
問
題

へ
の
関
心
を
問
う
質
問
へ
の
回

答
で
は
、
「
児
童
虐
待
」
が
一

番
多
く
、
次
い
で
「
障
害
者
差

別
」
「
女
性
差
別
」
と
い
う
順

位
で
、
「
部
落
差
別
」
は
一
番

下
位
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

報
告
書
は
分
析
で
、
「
こ
の
こ

と
は
今
日
の
部
落
差
別
が
潜
在

化
・
陰
湿
化
の
方
向
に
変
化
」

し
た
も
の
だ
と
、
数
字
を
ね
じ

曲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
結
婚
差
別
」
に
つ

い
て
「
差
別
が
あ
る
」
と
の
回

答
が
10
年
前
よ
り
15
・
４
ポ
イ

ン
ト
も
下
が
っ
た
の
に
、
報
告

書
で
は
「
一
概
に
改
善
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
否
定
。

さ
ら
に
「
分
か
ら
な
い
」
が
20
・

昨
年
９
月
か
ら
鈴
鹿
市
は
乳

幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
を

「
４
歳
未
満
」
か
ら
「
６
歳

（
就
学
前
）
」
ま
で
に
広
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
本
年
９
月
か
ら

は
、
三
重
県
が
就
学
前
へ
の
拡

大
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事

費
用
は
対
象
外
と
す
る
「
改
悪
」

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
市
は
こ
の
県
の
助
成
拡
大

の
「
改
悪
」
部
分
は
、
市
独
自

に
入
院
食
事
費
用
を
こ
れ
ま
で

ど
お
り
助
成
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
県
に
先
ん
じ

て
制
度
改
善
し
た
鈴
鹿
市
は
、

単
独
で
負
担
し
て
い
る
年
間
お

よ
そ
７
千
万
円
の
予
算
が
、
こ

の
９
月
か
ら
「
浮
い
て
」
き
ま

す
。
共
産
党
市
議
団
は
「
昨
年

川
岸
市
長
が
決
断
し
て
助
成
拡

大
に
ふ
み
き
っ
た
姿
勢
を
今
後

も
生
か
し
、
県
の
制
度
を
上
回

る
年
齢
引
き
上
げ
に
予
算
を
回

す
べ
き
だ
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
、

県
が「
就
学
前
」ま
で
拡
大

１
年
先
行
し
た
鈴
鹿
市
は
、さ
ら
に
年
齢
引
き
上
げ
を

入
院
食
事
費
の
助
成
、
鈴
鹿
市
は
カ
ッ
ト
せ
ず

石田秀三 市議

学
校
図
書
館
予
算

国
基
準
の
６
～
７
割
し
か
な
い

「
学
校
の
図
書
館
の
本
が
少
な

い
」
「
新
し
い
本
が
あ
ま
り
入

ら
な
い
」
と
の
市
民
か
ら
の
意

見
が
よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今

年
の
鈴
鹿
市
の
学
校
で
の
図
書

購
入
予
算
は
、
小
学
校
で
１
校

当
り
31
～
64
万
円
、
中
学
校
で

71
～
１
０
６
万
円
で
す
。
こ
れ

を
文
部
科
学
省
が
定
め
た
基
準

と
比
べ
る
と
、
別
表
の
よ
う
に

大
変
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
せ
め
て
基
準
を
ク
リ
ア
ー

す
る
た
め
に
は
、
予
算
を
９
３

市
立
図
書
館
の
図
書
購
入
費

は
、
以
前
は
年
３
千
万
円
で
し

た
が
、
06
年
度
に
バ
ッ
サ
リ
１

千
万
円
も
削
減
さ
れ
て
２
千
万

円
と
な
り
３
年
目
で
す
。
し
か

も
そ
の
２
千
万
円
の
財
源
を
見

る
と
、
１
千
５
百
万
円
が
「
宝

く
じ
」
か
ら
の
助
成
金
で
、
市

の
一
般
財
源
は
わ
ず
か
５
百
万

円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く

の
文
化
振
興
の
た
め
の
助
成
金

が
、
市
の
持
ち
出
し
を
減
ら
す

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、

20
万
都
市
と
し
て
非
常
に
恥
ず

０
万
円
以
上
ふ
や
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

か
し
い
実
態
で
す
。
少
な
く
と

も
１
千
万
円
を
復
活
さ
せ
て
、

助
成
金
と
同
額
以
上
の
市
費
を

出
す
べ
き
で
す
。

市
立
図
書
館
の
図
書
購
入
予
算

市
費
は
た
っ
た
の
５
０
０
万
円
!!

小学校 中学校

文部科学省基準 1,736万円 1,362万円

08年鈴鹿市予算 1,348万円 820万円

比 率 77.6％ 60.2％

こんな質問ばかりつづく「意識調査」アンケート

◎もしあなたが買いたい住宅が、同和地区と同じ

町内だとわかったら、あなたはどうしますか？

◎もしあなたのお子さんが結婚したいといってい

る相手が、同和地区の人だとわかったら、どう

しますか？

◎あなたの親しい友人に、次のような人がいます

か？Ａ同和地区出身者 Ｂ身体障害者 Ｃ精神

障害者 Ｄ在日韓国・朝鮮人 Ｅ日系外国人

市立図書館の書架


